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対象は心因性手指振戦症36名(男30、女 6 )、書痘症50名(男42、女 8 )、眼険痘筆症28名(男 9 、
女19) 、窪性斜頚症27名(男18、女 9 )の計141 名で、年令は16才より 61 才までである。
方法: A 1) 心因性子指振戦症者の身体的、生理的準備要因に関して、誘発筋電図 H反射に対す
る細業の影響の検討、 2 )心因性子指振戦症者の精神的、人格的準備要因に関して、 a )面接による
生活史及び発症前の状況の聴取、 b )ロールシャツハテストの施行、 3 )治療的接近に関して、 a ) 
薬物療法の実施、 b )催眠暗示、自律訓練、精神療法の実施、 c )追跡調査。






































本症の身体的、生理的準備性として tense 句rpe (神経筋肉異常尤進)に属するものと把握した。精神
的、人間的準備性として行動的で、その活動性は自己実現と結合、自己実現の挫折に際し、活動領域
の置換傾向あり、葛藤は野心的な社会的自己実現に関して生ビ、性格は“憶病と勝気"“自棄的傾向と
-182-
粘着性の相反するものが共存、対人関係は孤立的、他者には批判的、要求的、攻撃性の処理が負担な
ど把握した。
本症と他の神経筋肉系心身症の比較から、近似性として tense type，活動的で\その活動性は自己
実現と結合、事態の変化に対する柔軟性がなく、他者には対立的で、攻撃性の処理が負担などを、相異
点、として活動性は本症と書痘症では職業的自己実現と結合しているが、眼目愈痘筆症では自己犠性的な
勤勉さに、痘性斜頚症においては行為化そのものに認められるなどを把握した。
本症及び神経筋肉系心身症の治療は、薬物療法に自律訓練法、精神療法の併用が効果的であった。
治療の効果は各疾患の人格特徴と深い関連を有していた。
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